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研究成果の概要（和文）： 
本研究は，美唄市の炭鉱住宅および炭鉱住宅地の建設，発展，衰退と持続居住性について検

証することを目的に，美唄市を大きく繁栄させた三菱美唄炭鉱と三井美唄炭鉱が所有していた
地区（東美唄地区，落合地区，東明地区，南美唄地区）を対象として，炭鉱住宅の建設過程お
よび炭鉱住宅地の形成過程，現炭鉱住宅の現況について分析した。 

その結果，現炭鉱住宅は様々な形態に変化し存続しているが，居住者は住戸の改修や外部空
間の利用など，様々な工夫をしながら住みこなし，持続的に居住している住環境について明ら
かにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 

It is a purpose to clarify this study about the construction of coal-mine houses 
and the coal-mine residential area, development, the decline and sustainable 
livability in BIBAI TOWN. The district is EAST-BIBAI district, OCHIAI district, 
HIGASHI-BIBAI district, SOUTH-BIBAI district. I analyzed it about coal-mine housing 
construction and the coal-mine residential area formation.  
 As a result, the existing coal-mine houses changes in various forms, but the 
resident lives while devising the repair of the dwelling unit or the use of the outside 
space, and clarified it about sustainable housing environment. 
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１．研究開始当初の背景 

平成 19 年 3 月に北海道夕張市は財政破綻
により財政再建団体に指定され，住民サービ
スの低下・租税等で住民負担が増加している。
また，美唄市や赤平市，歌志内市なども地域
の財政が厳しい状況にあり，旧産炭地域の地

域経済や地域居住の再生，またはこらからも
居住できる方法を検討することは重要な課
題といえる。 
北海道の産炭は明治 15 年頃に始まり，昭

和 35 年頃にピークとなり，日本産業資本の
発展に大きな影響を与えた。産炭地域が最も



活性化していた時代は，炭鉱がなか心となっ
て地域が形成され，炭鉱従事者の多くは炭鉱
住宅に居住していた。しかし，昭和 30 年頃
の日本のエネルギー転換により，閉山を余儀
なくされ地域経済も崩壊し，多くの炭鉱従事
者はその地域又は炭鉱住宅から離れている。
しかし，他の地域に移住せず今なお住み続け
ている居住者も多く存在し，その生活の様相
は一般の居住環境より老朽化された劣悪な
状況である。その炭鉱住宅は，社会の発展に
よって必然的に発生した住居である。日本経
済又は地域経済の展開によって，炭鉱住宅も
必要が無くなった現在，炭鉱居住の価値や評
価がなされていないまま存在している。この
ように，産業構造によってもたらされた住居
や居住環境のあり方を今一度再評価・再検証
し，今後のこのような住居および居住地が発
生した場合に対応できるような方法を検討
しておくことは重要であると考える。 

３．研究の方法 
本研究は，美唄市の炭鉱住宅および炭鉱住

宅地の建設，発展，衰退と持続居住性につい
て明らかにすることが目的である。とりわけ，
美唄を大きく繁栄させたのは三菱美唄炭鉱
と三井美唄炭鉱であり，地区的には東美唄地
区，落合地区，東明地区，南美唄地区である。
よって，この 2大企業が進めたこれらの地区
を対象に，炭鉱住宅建設および炭鉱住宅地形
成について分析した。しかし，美唄には茶志
内地区にも炭鉱住宅地とし形成されていた
形跡があるが，茶志内地区については対象外
とした。調査・研究を進めた具体的な方法に
ついて，下記に示す。 
(1)美唄市や美唄市に関わる炭鉱の歴史を把
握するために資料を収集した。 

(2)美唄市の炭鉱住宅および炭鉱住宅地の変
遷を把握するために資料を収集した。 

(1)(1)と(2)から，炭鉱住宅や炭鉱住宅地が
建設および形成された社会的背景や経緯
について整理した。たとえば，時代性によ
る炭鉱住宅の形態や住空間の相違につい
て，炭鉱企業の相違による住宅形態（職員
住宅または鉱員住宅別，2戸長屋または 4
戸長屋など）や住空間，炭鉱住宅地形成の
相違について，それらの発展と衰退の過程
とその要因について，現炭鉱住宅および炭
鉱住宅地の状況について，である。 

一方，産炭地域では「NPO 炭鉱の記憶推進
事業団」や「NPO アルテピアッザびばい」を
代表するように炭鉱を歴史的遺産として捉
え，炭鉱に関わる諸施設を活用して地域活性
化を展開している。これらは，炭鉱やその生
業を次世代へ受け継ぐことで大変貴重なこ
とであるが，上記のように老朽化し劣悪な生
活を余儀なくされている炭鉱住宅居住を置
き去りにしたまま展開していくことが，最善
なことであるのか，また歴史的遺産を題材と
した一元的な手法が「まちづくり」として有
効なものであるのか，ということも本研究の
背景となっている。 

(4)(3)現炭鉱住宅および炭鉱住宅地を明確
にした後，それぞれの炭鉱住宅とその周辺
環境の写真撮影を実施し，現状や改装状況，
周辺環境状況のデーターシートを作成し
た。そのデーターシートを基に，それぞれ
の炭鉱住宅がどの程度地域環境として良
好に残存・形成しているか，また，不良住
宅（地）として残存・形成しているか，に
ついて把握した。さらに，それぞれの状況
はどのような要因と関わっているか，など
について分析した。 

 
２．研究の目的 

本研究は，北海道の美唄市を対象に， 
(1)炭鉱住宅および炭鉱住宅地という「固有

の住文化」が環境形成された歴史的経緯の
整理， 

(2)炭鉱住宅地にいまなお居住環境が形成し
ている全貌を，可能な限り把握・整理し，
居住者が持続的に居住している状況と方
法， 

(5)現炭鉱住宅居住者の居住歴や居住観につ
いてヒアリング調査を実施した。具体的に
は，昔の暮らし方・住みこなし方，炭鉱住
宅を購入又は賃貸している場合はその背
景，これまで居住してきた背景や住みこな
し方，地域居住の方法，などをについて整
理し，居住歴としてまとめ持続可能状況に
ついて検討した。 

について明らかにすることが大きな目的で
ある。つまり，炭鉱住宅とりわけ鉱員住宅の
環境は極めて劣悪であったといわれている。
それが経年変化によって劣悪な状況として
残っている様子が窺われるが（写真 1），その
状況を詳細に読み取り，住み続けられている
居住方法（持続居住性）について探る。 

(6)現在運営している炭鉱企業に，土地や炭
鉱住宅の払い下げシステムについて，閉山
時と現在の状況についてヒアリングを実
施し，居住環境向上のための支援等状況に
ついて把握した。 

 
 
 
 以上の分析・調査では，資料・文献の収集

および，居住者および現在運営している企業
に対するヒアリング調査，間取り図面記載調
査等である。 

 
写真１ 
現炭鉱住宅の 
様相  



４．研究成果 宅や住宅地を形成させていたことが明か
となった。 (1)炭鉱住宅および炭鉱住宅地の変遷につい

て ②炭鉱住宅は，大正時期に建設された住宅，
とりわけ「鴻の台」や「旭台」で建設され
た住宅は，北海道という地域での居住環境
を考えていないものであった。しかし，炭
鉱企業ということもあり，冬期間の暖房は
石炭が使い放題であったために，寒さ対策 

美唄市の歴史と変遷，美唄市に関わる炭鉱
企業の歴史と変遷，炭鉱住宅および炭鉱住宅
地の変遷，について明らかにした結果を，下
記に示す。 
①美唄市を大きく飛躍させたのは，三菱美唄

炭鉱と三井美唄炭鉱の 2大企業である。こ
の2大企業がそれぞれ炭鉱労働者のために
炭鉱住宅を建設し，居住させていた。三菱
美唄炭鉱は，主に東美唄（当時の「二の沢」
周辺）から落合にかけて炭鉱住宅を建設し，
住宅地の範囲としては比較的大きいもの
と判断できる（図1）。それに対し，三井美
唄炭鉱は，日石石炭が建設していた住宅地
から就労と居住の問題から南美唄地区へ
移行している（図2）。また，三井美唄炭鉱
は南美唄地区にて住宅地を形成するにあ
たり，“碁盤の目”の都市計画を採用や住
環境を向上させるための条件を付けてい
た。これらのことから，南美唄地区いわゆ
る三井美唄炭鉱のほうが計画的に炭鉱住 
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図 2 南美唄地区の炭鉱住宅地の変遷 
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図 2 東美唄地区の炭鉱住宅地の変遷 
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※1930年(昭和５年)に日石炭鉱の時期に
建てられていた「奥の沢」と「落合の沢」
から大通りへ炭鉱住宅が移設。
以下の図はそれらが建てられた後の変遷
を表している。

２階建になり間の広さも大きくなる
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図 3 炭鉱住宅地の変遷 



は全くといってよいほどしていなかったと
考えられる（また，時代的には防寒対策の建
築技術は皆無であったと思われる）（図 3）。 

①現在において残存している住戸形態とし
ては，建設当時の 1 棟 2 戸建も多いが，1
棟 1 戸建（1 世帯居住）として居住してい
る場合も多い。その残存形態は，地区によ
りあまり相違はないが，住環境おいては建
設当時，職員用で建設された地区の住戸状
況は，鉱員用より良いこと読み取れた。職
員地区は，建設当時の住戸の性能が良かっ
たためであると考える。 

炭鉱住宅の変遷を時代性からみると，時代
が経過するにつれ住宅の質も良くなってい
ったことが明かとなった。三菱美唄炭鉱にお
いては，昭和 25 年頃から鉄筋コンクリート
のアパートも建設され，2 戸建長屋や 4 戸建
長屋以外にも建設されていたことが読み取
れた。しかし，その鉄筋コンクリートのアパ
ートは，いまはみる影もなく取り壊されてい
るのに対し，木造の 2戸建長屋や 4戸建長屋
はいまなお残存しており，これらの長屋建が
炭鉱住宅地を形成する重要な要素であると
いえる。職員住宅と鉱員住宅がそれぞれ建設
されているが，三菱美唄炭鉱も三井美唄炭鉱
も職員住宅のほうが，圧倒的に質が良く，鉱
員住宅は粗末なものであったことが明かと
なった。これらことから，現在残存している
炭鉱住宅において鉱員用住宅は，劣悪な環境
であるといえる。 

②住戸個々の改修は，主に寒さ対応により窓
などを主に改修している状況が明かとな
った。しかし，職員地区においては炭鉱地
区という愛着から，いまだ「板張り」を存
続させ炭鉱住宅地のおもむきを残すよう
に配慮している状況も読み取れた。職員地
区の居住者は炭鉱住宅地としての誇りを
もって居住しており，この地区特有の炭鉱
住宅地が形成されていることがわかる。一
方，居住者の体力的な側面や金銭的な側面
により，増改築をあまりおこなっていな住
戸もあることが明かとなった。  

(2)炭鉱住宅居住者の持続可能居住方法と今
後の可能性 

③外部空間を有効利用などは，趣味として
「畑」や「庭」などとして利用するなど，
住みこなしている居住者が多い。しかし，
敷地外空き空間を利用は，利用している居
住者はいるが，利用してない（できていな
い）居住者も多い。現企業による配慮，つ
まり，敷地外空き空間を無料で使用させて
いることがあるため，居住者の敷地外空き
空間利用への意識向上が必要である一方，
周辺の環境とりわけ廃屋の存在がそれを
妨げているものと考えられる（他の地区も
特に利用しても問題がないような様子で 

炭鉱住宅はそれぞれの地域によって，様々
な形態に変化し存続している。しかし，廃屋
の存在などで住環境の状況は芳しくないも
のと思われる。そこで，現存する炭鉱住宅に
ついて全戸調査を実施した。その結果，居住
者は住戸の改修や外部空間の利用など，様々
な工夫をしながら住みこなし，多様な環境で
あることが明らかとなった。その具体的な様
相と持続的に居住している居住環境の状況
について，下記に示す。 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サイディング 板張り モルタル ガルバリウム その他 あり なし あり なし あり なし

1 29 81600 0.00036 38% 28% 24% 3% 7% 38% 62% 97% 3% 100% 0% 79% 21%

2 6 81000 0.00009 13% 9% 4% 0% 4% 22% 78% 100% 0% 96% 4% 48% 52%

3 9 81600 0.00011 0% 22% 11% 44% 22% 11% 89% 100% 0% 78% 22% 33% 67%

4 2 81000 0.00003 0% 50% 50% 0% 50% 100% 0% 50% 50% 6% 0% 6% 0%

5 7 81000 0.00011 0% 22% 11% 44% 22% 11% 89% 100% 0% 78% 22% 33% 67%

6 5 81000 0.00006 0% 20% 40% 40% 0% 20% 80% 100% 0% 60% 40% 40% 60%

1 22 48400 0.00046 41% 9% 27% 23% 0% 32% 68% 91% 68% 95% 5% 65% 35%

2 23 94600 0.00024 35% 9% 26% 4% 26% 22% 78% 100% 78% 96% 4% 48% 52%

3 21 38300 0.00055 57% 5% 10% 0% 29% 33% 67% 90% 67% 79% 21% 68% 32%

4 18 17500 0.00103 61% 11% 22% 0% 6% 6% 94% 94% 94% 100% 0% 59% 41%

5 48 85100 0.00056 44% 6% 25% 2% 23% 27% 73% 81% 73% 92% 8% 46% 54%

1 5 64000 0.00008 40% 40% 0% 0% 20% 0% 100% 100% 0% 100% 0% 60% 40%

2 3 64000 0.00005 67% 0% 0% 0% 33% 0% 100% 100% 0% 67% 33% 33% 67%

3 14 64000 0.00022 14% 64% 0% 0% 21% 43% 57% 100% 0% 100% 0% 7% 93%

4 25 64000 0.00039 56% 32% 12% 0% 0% 48% 52% 92% 8% 100% 0% 30% 70%

5 3 64000 0.00005 33% 33% 0% 0% 33% 33% 67% 100% 0% 100% 0% 67% 33%

1 81 175200 0.00046 25% 35% 6% 11% 21% 19% 81% 91% 9% 99% 1% 18% 82%

2 52 155600 0.00033 51% 18% 16% 2% 14% 41% 59% 86% 14% 98% 2% 23% 77%

3 31 56500 0.00055 35% 16% 32% 3% 13% 58% 42% 97% 3% 97% 3% 37% 63%

4 46 1780800 0.00003 48% 20% 9% 2% 20% 26% 74% 89% 11% 95% 5% 22% 78%

5 48 78300 0.00063 35% 20% 18% 14% 12% 31% 69% 94% 6% 96% 4% 54% 46%

6 22 61100 0.00036 68% 23% 0% 5% 5% 18% 82% 86% 14% 95% 5% 26% 74%
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表 1 炭鉱住宅密集度と住戸状況の関係 



ある）。また，住戸敷地外の空き空間の位
置からも，利用位置が異なっていることが
明かとなった。それは街区形式（街区に対
する住戸の並び）および土地の状況の相違
によるものである。つまり，落合地区のよ
うに住戸が縦一列で形成されている街区
形式では，敷地外空き空間は住戸前面また
は背面にでき利用しやすいこと，傾斜地の
ため日当たりも良いこと，などから敷地外
空き空間を利用する居住者は多い。たとえ
ば，今後炭鉱住宅居住を促す場合や購入・
賃貸する場合は，このような住戸を選択さ
せるようにすることが好ましいものと考
えられる。 

要因としては，「住戸から離れる際に解体
費用がかかること」や「解体せずに離れて
いく者や，住戸を残したまま地代のみを払
う者」もおり，廃屋は今後も増えていく一
方であると考えられる。しかし，炭鉱住宅
区に愛着をもつ居住者においては，住戸と
土地を購入して他者に賃貸しており，居住
者自身で廃屋を無くし持続的に居住環境
を維持していることも明かとなった。 

⑥炭鉱住宅に居住している居住者は，定年を
過ぎた老年人口が多く，仕事はせず年金で
過ごす居住者が多い。なかには生活保護を
受けている居住者もおり，金銭面で苦労し
ているのが現状である。住環境の悪化等に
より炭鉱住宅地から去りたいという思い
があるようであるが，金銭的や体力的な面
（いわゆる高齢者）で去ることができない
のが現状である（炭鉱住宅は比較的安価で
居住することができるため離れることが
できない）。また，南美唄地区では自衛隊
の訓練所があるため，家賃が安い炭鉱住宅
に住んでいる自衛隊職員もいる。一方，炭
鉱住宅に愛着や誇りを持って住んでいる
居住者もおり，この方々が主体として住環
境の向上を目指し，居住者間コミュニケー
ションを促進（たとえば上記④のようなこ
と）させるようなことが必要であろう。 

④炭鉱住戸は，点々と残存している場合やい
くつかの群として残存している場合があ
る。住戸密集度と個々の住戸の改修状況を
分析した結果（表 1），住宅密集度が高い地
区は外装材等の改修において実施してい
る傾向が示された。このことは，住戸密集
度が高い地域は改修などの住環境改善意
識が高いものといえるが，密集しているが
ゆえに近隣居住者の住環境整備に触発さ
れるものと考えられる。一人の居住者が何
らかの改修などをおこなうと，隣戸もおこ
なうといったような地域でのシステムが
あるものと考えられる（図 4）。 

⑤廃屋は 150 戸ほど残存している。その残存  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 

居
住
者

土
地

炭鉱労働者

民間企業

炭
住

賃貸

個人売買

借
地
組
合

任意で会議に参加

安い地代

・土地を返す場合更地にして返却
・増改築の申請

地代

昔

現在
南美唄地区で
炭鉱経験あり
（息子世代まで）

三
井
美
唄
炭
鉱

地代の交渉

地代

南美唄地区

東明地区・落合地区

解体費用
がない

地代だけ
払う

炭住を残す

廃屋

炭鉱労働者 賃貸

炭住居住者同士の賃貸→廃屋防止

三
菱
美
唄
炭
鉱

炭
鉱
閉
山

三井美唄炭鉱

三菱美唄炭鉱

炭
住
＋
土
地

炭鉱労働者

炭鉱労働者以外

居
住
者

図 4 閉山後の住戸・土地の払い下げシステムとその後の経緯 



(3)今後の研究課題   

旧産炭地域は，財政が厳しい状況にあり，
地域経済や地域居住の再生，こらからも居住 

 
 

できる方法を検討することは重要な課題と
いえる。とりわけ，社会の発展によって必然
的に発生した炭鉱住宅に居住者が居る限り，
国や自治体，企業が援助・補助し続ける必要
があると思われる。しかし，今はそれらに目
を背ける一方で，炭鉱を歴史的遺産として捉
え，炭鉱に関わる諸施設を利用（炭鉱住宅も
利用されており）して地域活性化を促進して
いる状況がうかがわれる。劣悪な生活を余儀
なくされている炭鉱住宅居住を置き去りに
したまま展開している状況であり，このよう
な居住者の想いと他に活性化歴史的遺産を
題材とした一元的な手法が「まちづくり」が
本当によいことなのか？今回は分析までは
至らなかったが，今後，居住と「まちづくり」
の関係性について分析することが必要であ
ると考える。 
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入居時 現在

年代 S35 H8 H20
年齢 10～11 45 57
家族
構成

①A氏家族（父，母，Ａ氏）
②他の人

①A氏の親世帯

②A氏，妻，子供3人
①②A氏

A氏の世帯は1棟2戸建の北側の住戸に居住しており，
隣接するもう一方の住戸には他人が居住

内壁を張り替え（冬期にて，隙間風防止や暖房の効率
を改善するため）

Aさんの親が他界
その後，双方の住居の世帯主となったAさんは，冬期は①
に住み夏期は②に住むという住まい方を行っている（冬期
間の水道凍結防止などのため）

A氏

住居履歴

平面図

その他

N
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居間

寝室
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押
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玄関
N
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 入居時 現在

年代 S63 H4 H17
年齢 38 42～43 55
家族
構成

①C氏宅
②B氏，妻，子供2人

①C氏宅
②B氏，妻，子供3人，父

①C氏宅
②B氏，妻，子供3人

入居前は別の住宅に居住しており，S63年に現在の炭
鉱住宅に入居
※隣家①はC氏宅である

居住人数が増えたため，増築をする（2階を設け，消
防の関係上，隣のCさん宅と住居を切り離す）

外壁面を張り替える（サイディングから鉄板）

B氏

住居履歴

平面図

その他

和室

和室

台所

居間

玄関浴室

和室

勝手口
N
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Cさん世帯
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 入居時 現在

年代 S43 S47～48 H6
年齢 19 23～24 44
家族
構成

C氏，父，母 C氏，妻，父，母， ①C氏，妻，子供3人，父，母

②B氏宅

当時は住戸に浴室がなく，近所の共同浴場を利用（共
同浴場は約7か所あった）

住戸内に浴室を設け，床下の土台を改修（建設当時の
ままであったが，劣化等により倒壊の危険性有り）

居住数が増えたため増築（部屋を増室，外装にはスタ
イルフォームを挿入，屋根も張替え）
※この時には隣戸②にBさんが入居
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 入居時 現在

年代 S52 S62～64 S65
年齢 32 42～44 45
家族
構成

①D氏，妻，子供2人
②他の人

①D氏，妻，子供3人
②他の人

①②氏ん，妻，子供3人

美唄市峰延に居住していたが，両親が買取った炭鉱住
宅に移住

Ｓ60年に子供部屋を増築

Ｓ62年に便所を増築
Ｓ64年に子供部屋を増築
それぞれ自分で増築する（企業の許可はとっていな
い）

隣家の住人が他界したため，親族の同意を得て隣戸を
購入
し改修
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平面図

D氏

その他

居間
和室

和室

浴室

玄関

N

Ｄさん世帯

① ②

居間
和室

和室

浴室

玄関

子供部屋

子供部屋

N

Ｄさん世帯

① ②

居間
和室

和室

浴室

玄関

子供部屋

子供部屋

便所

便
所

押
入

押
入

和室 和室

玄関

N
Ｄさん世帯

① ②

 入居時 現在

年代 S48 S53 Ｈ元年
年齢 40 45 56
家族
構成

Ｅ氏，妻，子供3人，父，母 Ｅ氏，妻，子供3人，父，母 Ｅ氏，妻，子供2人，父，母

自衛隊の施設が建つために現在の炭住に移住

1棟2戸建を購入するが，その2戸とも空いていたため2
戸とも購入
改修については押入れを取り払い住居とする

親族療養のため12畳と4畳半の部屋，浴室を増築
台所と玄関の位置を改修

子供1人が他に移住
以前改修した部屋以外を大幅に増改築
屋根や床や壁面も改修
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 入居時 現在

年代 S48 S50 S58
年齢 47～48 49～50 57～58
家族
構成

F氏，夫 F氏，夫 F氏，夫

空いていた2戸を同時に購入
入居時に増改築（居間拡大，縁側を設ける）

8畳ほどの2階の居室を増築 外壁塗装や室内の壁紙張り替えなど改修

住居履歴

平面図
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 入居時　　　 　　　現在

年代 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S46 　　　　H22
年齢 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34 　　　　　64

家族
構成

Ｇ氏，妻，子供1人

入居当時，2階は子供部屋として使用
※4軒全てに居住者

　　　　　　　　　　　　③の住戸が空いたため，壁を改修し2戸分を使用（主に物置としての使用）
　　　　　　　　　　　　※②の世帯は廃屋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｇ氏，妻
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図 5 A 氏～G氏（7者）の炭鉱住宅居住歴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 2 G 氏の現居住環境 


